
第8波に備えた医療・療養体制強化等について
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第8波への備え（方針）

■今冬は新型コロナ感染症と季節性インフルエンザが同時に流行
する可能性
堺市の発生予測：コロナ3,100人/日、インフルエンザ2,300人/日

（大阪府推計を人口比で算出）

感染者は第7波を大きく上回り、保健・医療療養体制のひっ迫

対策1

対策2 「事前準備」「情報確認」「感染対策」の徹底

医療・療養体制の強化
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大阪府における医療療養支援フロー



12/29 12/30 12/31 1/1 1/2 1/3
木 金 土 日・祝 月 火

泉北急病診療センター

こども急病診療センター

市内医療機関

大阪府自宅待機SOS
24時間受付（大阪府陽性者登録センター登録後）

健康相談、往診、オンライン診療、宿泊療養、パルス配付、応援パック

保健所

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 24時間対応

　　　    受診相談センター：健康相談、受診案内等

　　　      自宅療養者支援：入院・受診調整、往診、健康管理、パルス配付、応援パック

医

療

機

関

午前10時～午後5時

午前10時～午後5時

約30か所開設（診療検査医療機関は、大阪府HPで随時変更し公表予定）

医師会、医療機関との連携

■インフル・コロナの同時流行（年末年始を含む）に備えて医師会・医療機関
と認識を共有

■発熱外来をはじめとする外来医療体制について、さらなる強化・重点化

基本方針

重症化リスクのある方（高齢者等）に適切な医療・療養を提供
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■年末年始の体制
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陽性者数

第7波
2,212人発生時

最大体制

人員体制

所属70人
応援32人
保健師等専門職 21人

事務職 局内 11人

人材派遣92人

合計

SMS活用・療養証明電子申請

医療機関のHER-SYS入力率向上

194人

執務室

○本館6階フロア

○本館3階大会議室

○本館3階会議室

第8波

3,100人発生

想定

所属82人
応援21人
保健師等専門職 21人

人材派遣 98人
委託 30人

全数届出見直し

LINE・WEBコロナ相談開始

事務処理委託

231人
○本館6階フロア
○本館9階会議室
○本館3階会議室
○本館3階大会議室

第7波と第8波への備えの比較（保健所体制）



高齢者・障害者施設等への支援策
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■ワクチン接種の促進
・接種間隔の短縮（3か月）に伴い、4回目接種に引き続き、入所者の速やかなオミクロン株対応ワクチン

接種を促進。

・「施設用報告システム」入力を促進して接種状況を把握

・ワクチン接種を希望する入所者に速やかに接種が行われるよう働きかける。

取組など

高齢者施設等

障害者施設等

施設内療養を実施する高齢者施設等に対して支援金を支給
・施設内療養者1人当たり1日につき3万円（最大15日）

感染拡大防止コーディネーター派遣
・陽性者が発生した施設等に対し、感染拡大を防ぐため必要に応じてコーディネーターを派遣

施設内消毒補助（上限額:1事業所当たり100万円） ※年度ごとに1回のみ
・クラスター感染が発生した施設の消毒に要する経費について補助

サービス継続支援に対する補助（上限額:サービス種別ごとに設定）
・施設等に対して、通常のサービスの提供では想定できないかかり増し経費について補助

高齢者施設等
高齢者施設に対し早期退院受入れ支援金を支給（1人当たり20万円）※何回でも可能
・病床ひっ迫期において、療養期間終了日以前に退院した同施設入所者を受け入れた場合に支給

障害者施設等
陽性者等の療養場所確保に対する補助（上限額:1月当たり20万円）
・民間賃貸住宅等を賃借し、陽性者等の療養場所として使用した場合の家賃等の経費を補助

■療養に関する支援



取組など

医療体制

新型コロナ・インフルエンザ同時流行に備えた発熱外来の整備

・休日等（12/29~1/3含む）発熱外来の強化

市内医療機関の協力を得て、休日等であっても市内複数個所で医療提供が可能

往診協力医療機関・民間事業者を活用した高齢者施設等への往診体制の整備

・市内医療機関に対して高齢者施設等への往診協力を依頼

・医師、看護師が施設や自宅等に陽性者が出た場合に早期治療に訪問

・年末年始の感染拡大に備え、専用に往診1チームを追加で確保

療養体制

高齢者施設・障害者施設等の施設内療養支援

入院が必要でない施設入所者に対して、事業者が施設内で必要なサービス提供体制を維持

し、適切な療養体制が確保できるよう、必要医療物資や支援金などの支援

多数の自宅療養者へ対応するための療養支援体制の強化

・自宅療養等応援パック調達・配送体制の増強（調達・配送事業者の更なる確保）

・電子申請による申し込みの円滑化、業務効率化による円滑な配送体制の構築

保健所体制

SNS等を活用した問い合わせ対応の効率化

・LINEコロナ相談、WEBコロナ相談を活用した問い合わせ対応の効率化、利便性の向上

患者搬送体制の強化（民間事業者の更なる活用）

・感染拡大期は、患者監視装置、ストレッチャー等の資器材を備えた車両4台を確保して移送

体制を強化

第8波に備えた医療・療養支援策
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セルフチェックのための新型コロナ抗原検査キットを確保

自宅療養に必要な体温計や解熱鎮痛薬、食料品等を確保

医療用 一般用

食料は一週間程度分が必要！

※検査キットの多くは製造から
1年以上使用期限があります。

取扱い薬局・薬店で薬剤師に相談し購入（インターネット購入可）
国が承認した検査キットを選び、早めに準備を！

感染が拡大する前にワクチンの接種を検討
新型コロナ・インフルエンザのワクチンの早期接種のご検討を！

準備1

準備2

準備3

新型コロナ・インフルエンザ同時流行に備えて

感染拡大に備えて事前の準備を
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「情報確認」手段の更なる充実

新型コロナに関する各種情報を確認する手段を更に充実

第7波では過去最大の感染拡大により陽性者が多数発生

⇒ 保健所や「受診相談センター」への電話がつながりにくく、市民の不安等が増大

⇒ 頻回に変更される国の制度や多量の情報に困惑する方も多数

課題
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①スマホ・インターネットを活用した情報提供
■LINEコロナ相談
■WEBコロナ相談

②スマホ・インターネットを利用されない方への対応
■最新情報を簡潔にまとめた資料を作成し、ホームページに

掲載するとともに、必要な方には当該資料を提供



ホームページ１

LINEアプリ2

救急相談3 

受診相談4 
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「情報確認」の種類

①WEBコロナ相談
②「救急車利用マニュアル」等の確認
③診療・検査医療機関の確認

LINEコロナ相談の活用

救急を呼ぶか迷った時には
♯7119（救急要請相談）
♯8000（こども医療相談）

■陽性判明前

受診相談センター：072－228－0239
■陽性判明後

自宅待機SOS ：0570－055221

① ② ③



■換気扇、サーキュレーターの活用

■2方向の窓や扉を開放

効果的な換気のポイント

●手洗い・３密回避・咳エチケットや会話時のマスク着用
※咳・くしゃみの際は、マスクの着用やハンカチ等で口や鼻をおさえ飛沫を抑える

●冬場は特に換気が重要
・窓を開けて、継続的な換気を行う
・適度な室温、湿度を保つ

●体調に不安がある時は、旅行や外出を控える

基本的感染対策の徹底
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